
長篠・設楽原歴史検定（初級編）解答

問題番号１ 1 問題番号２６ 2
問題番号２ 4 問題番号２７ 3・４
問題番号３ 4 問題番号２８ 2
問題番号４ 2 問題番号２９ 4
問題番号５ 3 問題番号３０ 3
問題番号６ 3 問題番号３１ 3
問題番号７ 4 問題番号３２ ３・４
問題番号８ 2 問題番号３３ 2
問題番号９ 1 問題番号３４ 2
問題番号１０ 1 問題番号３５ 1
問題番号１１ 3 問題番号３６ 1
問題番号１２ 2 問題番号３７ 4
問題番号１３ 4 問題番号３８ 3
問題番号１４ 4 問題番号３９ 1
問題番号１５ 1 問題番号４０ 3
問題番号１６ 2 問題番号４１ 4
問題番号１７ 4 問題番号４２ 1
問題番号１８ 3 問題番号４３ 2
問題番号１９ 3 問題番号４４ 1
問題番号２０ 2 問題番号４５ 3
問題番号２１ 3 問題番号４６ 2
問題番号２２ 1 問題番号４７ 3
問題番号２３ 3 問題番号４８ 1
問題番号２４ 4 問題番号４９ 3
問題番号２５ 4 問題番号５０ 4

※問題番号27の「射程距離」について、一般的には弾丸の最大飛距離、弾丸が目的物まで到
達し破壊力を有する距離と認識されています。
なお、こちらの問題ではどちらの認識を解とするのか明記しておりません。
そのため、鉄砲を発砲したときの純粋な飛距離（２００ｍ）、もしくは敵を倒すのに有効な射程距
離（５０ｍ）のどちらか一つを回答していただければ正解とします。

※問題番号32につきましても、解に該当する選択肢が２つありますので、どちらか一つを回答
していただければ正解とします。


